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行政説明Ⅱ 「愛知県の社会教育の推進に向けて」

愛知県の社会教育について

家庭教育・地域連携支援グループ
ນ 麻希
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愛知県の社会教育について

公民館について

社会教育法第23条の解釈について

社会教育主事について

社会教育の機能について
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社会教育の機能について１

生涯学習とは

「学校の教育課程として行われる教育活動を除き、
主として青少年及び成人に対して行われる組織的な
教育活動(体育及びレクリエーシヨンの活動を含
む。)」（社会教育法第2条）を指す教育活動の一つ

社会教育とは

学習者の視点から捉えたもので、社会教育におけ
る学習のほか、学校教育や家庭教育における学習、
組織的に行わない個人的な学習も含む点で、社会教
育より広い活動を対象とする概念
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生涯学習（学習者の視点から捉えたもの）

生涯学習（体系）

社会教育

家庭教育 学校教育

図に示してみると…

生涯学習（学習者の視点から捉えたもの）

生涯学習（体系）

社会教育

家庭教育 学校教育

※ 組織的に行わない個人的な学習

地域課題解決
環境教育
人権教育

親の家庭教育

※ 家庭内の家庭教育
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生涯学習（学習者の視点から捉えたもの）

生涯学習（体系）

社会教育

家庭教育 学校教育

※ 組織的に行わない個人的な学習

※ 家庭内の家庭教育

公民館
図書館
博物館
各種社会教育施設

ＰＴＡ
青年団
地域婦人団体連絡協議会
各種社会教育団体

地域学校協働活動

生涯学習（体系）

社会教育

人々のつながり
（社会関係資本）

「地域づくり」
「人づくり」

「地域の絆づくり」

環境、人権、孤立化
地域、歴史、etc
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生涯学習（体系）

社会教育

自己肯定感・生きがい
「思いやりの心」

教育による地域づくり

環境、人権、孤立化
地域、歴史、etc

「世のため人のため」

愛知県の社会教育について２
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社会教育に関する諸計画の立案や意見具申、研究調査等
を実施するために設置

愛知県生涯学習審議会社会教育分科会

社会教育主事の設置促進

社会教育主事有資格者を養成するとともに、市町村にお
ける社会教育主事の設置を促進

地域・学校・家庭の連携

地域・学校・家庭の連携協力のための取組を支援
地域学校協働本部推進事業、放課後子ども教室推進事業

中学校卒業後の進路未定者、高等学校中退者、日本語
支援が必要な外国人等を対象として、関係機関・団体等
の連携に基づいた相談・助言を実施するとともに、高等
学校卒業程度認定試験合格等に向けた学習支援及び日本
語の学習支援

若者・外国人未来応援事業（若者・外国人未来塾）

若者・外国人未来応援事業

高等学校卒業程度認定試験（旧大検）

合格者には大学・短大・専門学校の受験資格、高等学校
卒業者と同等以上の学力がある者として認定、就職、資格
試験等に活用することが可能
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ユネスコスクール間の交流により、ユネスコスクール
の活動を一層充実したものにするとともに、ネットワー
クを構築し、ESD推進拠点としてのユネスコスクール活
性化を促進

今年は11月にユネスコスクール交流会を開催

ユネスコスクール活性化事業

社会教育指導者の育成
社会教育指導者に対する研修の充実と活用推進、地域

活動の担い手となる人材の環境づくり
ＰＴＡ指導者の育成、青少年教育指導者の育成、
女性指導者の育成、人権教育指導者の育成

① 野外教育センター

② 旭高原自然の家 ③ 美浜自然の家

②

①

③

社会教育施設について
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公民館について３

愛知県公民館連合会

県内公民館及び類似施設相互の連絡提携を図り、公民館
活動の振興発展に寄与する目 的

愛知県内公民館及び本会の趣旨に賛同し公民館と同等の
社会教育活動を行う施設 県内47市町村構 成

・公民館及び類似施設相互の連絡提携並びに情報交換
・公民館活動及び類似施設活動に関する調査研究・啓発
・その他目的達成に必要な事業

事 業

研究、研修等の活動を支援

事務局として活動の支援
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公民館主事等社会教育担当者研修会

R８R7R6R5R4

327328327330335公民館

66888公民館（分館）

333334335338343公民館数計

1920211919同等施設

愛知県内の公民館数の推移

17

18



2026/10/20

10

社会教育法第23条の
解釈について

４

（公民館の運営方針）
公民館は、次の行為を行ってはならない。
（１）もっぱら営利を目的として事業を行い、
特定の営利事務に公民館の名称を利用させその
他営利事業を援助すること。
（２）特定の政党の利害に関する事業を行い、
又は公私の選挙に関し、特定の候補者を支持す
ること。
２ 市町村の設置する公民館は、特定の宗教を支
持し、又は特定の教派、宗派若しくは教団を支
援してはならない。

社会教育法 第23条
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令和５年12月14日

社会教育法 第23条の解釈について

①塾に通うことが難しい地域において、地域の子供の学力
向上のため公民館で月謝制の塾の開催をすること。

②本場のクラシック音楽になかなか触れることが難しい地
域において、地域住民の文化的教養の向上に資することか
ら有償の入場料でのクラシックコンサートの開催を認める。

③地域住民の就労支援のため、企業による面接会場として
公民館を貸し出すこと。

④理容室や美容室が少ない地域において、地域住民の公衆
衛生の向上の観点から、定期的に理容室や美容室に公民館
の貸し出しを認める。

公民館で実施してよいのか…
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①塾に通うことが難しい地域において、地域の子供の学力
向上のため公民館で月謝制の塾の開催をすること。

②本場のクラシック音楽になかなか触れることが難しい地
域において、地域住民の文化的教養の向上に資することか
ら有償の入場料でのクラシックコンサートの開催を認める。

③地域住民の就労支援のため、企業による面接会場として
公民館を貸し出すこと。

④理容室や美容室が少ない地域において、地域住民の公衆
衛生の向上の観点から、定期的に理容室や美容室に公民館
の貸し出しを認める。

公民館で実施してよいのか…

○参考文書
平成30年12月21日 文部科学省総合教育政策局地域学習推進課依頼
平成25年３月26日 文部科学省生涯学習政策局⾧通知

最終的には各市町村の判断に委ねられ
ているので、市町村の公民館の条例や規
則に基づき、社会教育委員や公民館運営
審議会等の外部の審議機関に意見をうか
がい、明確で適切な見解をまとめておく
こと
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社会教育主事について５

（参考）
資格保有者数合計

設置人数

市町村数区 分

社会教育士事務局外
の兼任兼任専任

170 35 49 0 ３46 15 10万人以上

市 129 15 33 0 10 23 23 10万人未満

299 50 82 0 13 69 38 小 計

47 3 14 0 4 10 12 1万人以上

町村 7 0 0 0 0 0 4 1万人未満

54 3 14 0 4 10 16 小 計

353 53 96 0 17 79 54 合 計

（令和８年４月１日現在）

社会教育主事設置状況
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社会教育主事 社会教育士

社会教育法に基づいて教育委員会
に置くこととされている専門的職
員（教育委員会事務局内の職名）

社会教育主事講習や社会教育主事
養成課程の学習成果が広く社会に
おける教育活動に活かされるよう
令和２年４月に制度化した称号

学校教育（行政）をはじめ、首⾧
部局が担う地域コミュニティに関
する多様な分野と社会教育（行
政）をつなぎ牽引する「地域全体
の学びのオーガナイザー」として
地域の社会教育振興の中核を担う
ことが求められている。

現場レベルで各分野の専門性と社
会教育の知見を活かしながら、各
分野の活動を活性化させたりその
意義を深めたりする、いわば「各
分野の専門性を様々な場に活かす
学びのオーガナイザー」としての
活躍が期待されている。

愛知県のコミュニティ・スクール
及び地域学校協働活動について

愛知県教育委員会あいちの学び推進課
家庭教育・地域連携支援グループ

都筑 太
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内 容

２

１

４

３

５

「地域学校協働活動」とは

愛知県地域学校協働活動推進事業

コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の
推進による効果

愛知県の現状と今後に向けて

「コミュニティ・スクール」とは

コミュニティ・スクール ＝ 学校運営協議会を設置した学校

①「コミュニティ・スクール」とは

校⾧が作成する学校運営の基本方針を承認する。

学校運営について、教育委員会又は校⾧に意見を述べる
ことができる。

教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項に
ついて、教育委員会に意見を述べることができる。

法律に基づき教育委員会により任命
された委員が、一定の権限をもって、
学校の運営とそのために必要な支援
について協議する合議制の機関

基本方針の中に「業務量管理・健康確保措置の
実施に関する内容を含める （R8.4.1～）
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目標・ビジョン

学校運営や学校運営に
必要な支援に関する協議 学校運営の基本方針

学校運営・教育活動

学校運営協議会 校⾧等

承認
説明

承認

説明

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会を設置した学校）

＜委員＞
・地域住民
・保護者
・地域学校協働活動推進員等 意見

学校運営に
関する意見

保護者・地域住民等

情報の結果に関する情報
の努力義務

意見 情報提供・協議を踏まえた地
域学校協働活動

市町村教育委員会

・協議会の設置（努力義務）
・委員の任命
・協議会の適正な運営を

確保する措置

都道府県教育委員会

・教職員の任用
（学校運営協議会の意見を尊重）

説明教職員の任用
に関する意見

委員の任命
に校⾧の意
見を反映

①「コミュニティ・スクール」とは

目標・ビジョンを共有した
学校運営のパートナー

学校 地域

②「地域学校協働活動」とは

地域の高齢者、成人、学生、保護者、PTA、NPO、民間
団体等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子供
たちの学びや成⾧を支えるとともに、「学校を核とした地
域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーと
して連携・協働して行う様々な活動
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地域と学校の連携体制を基盤として、より多くのより幅広
い層の地域住民、団体等が参画し、緩やかなネットワークを
形成することにより、地域学校協働活動を推進する体制

地域学校協働本部

地域学校協働活動推進員を
中心とした

多様なメンバーで構成

学

校 幅広い地域住民や団体等の
参加により形成された
緩やかなネットワーク

活
動
に
関
わ
る
地
域
住
民
等

学校
運営
協議会

学校支援活動

放課後子供教室

外部人材を活用した
教育活動

体験活動

家庭教育支援

参画

参画

参画

参画

本部の３つの要素

① コーディネート機能

② 多様な活動

③ 継続的な活動

地域学校協働本部の構成員（イメージ）
●地域学校協働活動推進員・PTA 役員
●公民館⾧・自治会・商工会議所・青年団
●婦人会・農業委員・民生委員
●社会福祉協議会・まちづくり協議会
●放課後児童クラブ担当者・大学等有識者
●NPO代表 など

連携・協働

②「地域学校協働活動」とは

地域学校協働本部

地域全体で未来を担う子供たちの成⾧を支える仕組み

目標を共有 緩やかなネット
ワークを形成

持続可能な
体制を確立

②「地域学校協働活動」とは

33
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②「地域学校協働活動」とは
一年生給食支援（知立市） 無料の学習塾（田原市）

煎茶教室（蒲郡市） 収穫体験（武豊町）

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進

学校運営協議会
地域学校協働活動

（本部）

コーディネーター
（推進員）

校⾧

子供たち 教育委員会

目的・ビジョン

令和４年度地域コーディネーター等研修会資料より

35
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③ 愛知県地域学校協働活動推進事業

市町村への財政的支援

地域学校
協働活動
推進員

配置事業
地域未来塾 放課後

子ども教室

土曜日の
教育活動

働き方改革

NEW

29市町村実施地域学校協働活動推進員配置事業
地域学校協働活動推進員の配置を拡大し、地域学校協

働活動の総合的な推進につなげる。

＊ 政令市、中核市を除いた補助金申請市町村

■ 地域学校協働活動推進員とは
社会教育法に位置付けられた、学校と地域住民等との連絡調整等を行う

地域住民が担うコーディネーター（教育委員会が委嘱）

③ 愛知県地域学校協働活動推進事業

配置人数市町村年度

42217５

54226６

57828７

62429８
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地域未来塾 17市町村実施

全ての生徒を対象に、退職教員や大学生等の地域住民
等の協力により実施する原則無料の学習支援・体験活動
等

＊ 政令市、中核市を除いた補助金申請市町村

③ 愛知県地域学校協働活動推進事業

中学校区数市町村年度

6516５

6717６

6717７

7417８

放課後子ども教室 27市町実施

子供たちが放課後を安全・安心に過ごし、多様な体
験・活動ができるよう、地域住民等の参画を得て、放課
後等に全ての児童を対象として、学習や体験・交流活動
などを行う。

＊ 政令市、中核市を除いた補助金申請市町村

③ 愛知県地域学校協働活動推進事業

教室数市町村年度

30727５

34227６

33527７

34627８
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外部人材を活用した土曜日の教育支援活動事業
8市町実施

地域や企業の人材を活用し、土曜教育コーディネー
ターが中心となって、土曜教育推進員が土曜日ならでは
の多様なプログラムを実施し、豊かな環境づくりを行う。

＊ 政令市、中核市を除いた補助金申請市町村

③ 愛知県地域学校協働活動推進事業

講座数市町村年度

161８５

167９６

169８７

152８８

学校における働き方改革を踏まえた活動
４市町実施

地域と学校の連携・協働のもと「学校における働き方改革」に
取り組むことにより、子供たちが地域全体に見守られ、安心して
健やかに育まれる環境づくりを推進するため に必要な活動を行う。

＊ 政令市、中核市を除いた補助金申請市町村

③ 愛知県地域学校協働活動推進事業

市町村年度

４８
（例）授業準備・補助、部活動の補助・
見守り、学校行事の準備・運営、教員の
業務負担軽減に資する出前授業・外部講
師の活用、放課後・夜間における校外の
見守り、従来教員が担っていた不登校の
児童生徒への対応、登下校の見守り、朝
の児童の見守り等

NEW

41
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● 地域住民等との活動により、学校に対する地域の理
解が進み、地域からの支援が増え、教職員が子供に向
き合う時間をより多く確保できる。

● 地域資源を生かした効果的な授業づくりを進めるこ
とで、教員の指導力向上につなげることができる。

④ コミュニティ・スクール及び
地域学校協働活動の推進による効果

学校・教職員にとってよいこと

● 多様な地域住民等との活動により、子供の学びや体
験活動を充実させることができ、子供の地域理解や愛
着、地域の担い手としての自覚を高めることができる。

● 活動を通じて子供が地域の大人と多くの関わりをも
つことで、自己肯定感や他人を思いやる心など、豊か
な心を育むことができる。

子供にとってよいこと

④ コミュニティ・スクール及び
地域学校協働活動の推進による効果
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● 自らの知識や技能、学びの成果が子供の教育に生か
されることで、地域住民等の生きがいにつながり、自
己実現の機会を広げることができる。

地域にとってよいこと

● より多くの幅広い層の地域住民の参画による活動
をとおして、地域づくりの担い手の育成とともに、
地域の教育力の向上につなげることができる。

④ コミュニティ・スクール及び
地域学校協働活動の推進による効果

名古屋市を含めると
36.2％

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて

R7 コミュニティ・スクールの導入率（全学校種）
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名古屋市を含めると
52.5％

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて

R７ 地域学校協働本部の整備率（全学校種）

（校）

+α

〔 R8の調査結果は、まだ公表されていないため予想値 〕

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて

愛知県におけるコミュニティ・スクールの導入状況の推移（全校種）
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地域の社会教育を担っていく指導者の育成、コーディネーターの力量向上、地
域と学校が協働する仕組みづくりの促進、地域の教育力の向上を目的として開催

● 第１回 令和8年７月１日（水）
オンライン開催

● 第２回 令和８年７月15日（水）
県生涯学習推進センター

● 第３回 令和８年７月21日（火）
オンライン開催

● 第４回 令和８年７月27日（月）
県生涯学習推進センター

● 第５回 令和８年８月５日（水）
イーブルなごや

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて

令和９年度については、
現在計画中！

地域学校協働活動の概要や内容を知ることができる
リーフレットをあいちの学び推進課ホームページに掲載

ハンドブック・リーフレットの活用

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて
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eラーニング資料（愛知県教育委員会）

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて

コンサルタント派遣事業の実施
県内の市町村・学校等に対し、コ

ミュニティ・スクールや地域学校協働
活動について、豊かな知識や実践を有
するコンサルタントを派遣し、当該市
町村・学校のコミュニティ・スクール
の設置、地域学校協働本部の整備にお
ける適切な助言を行う。

市町村・学校 コンサルタント

助言・支援

７名

年間14回

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて
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文部科学省のホームページ

⑤ 愛知県の現状と今後に向けて

家庭教育支援について

家庭教育・地域連携支援グループ

行政説明Ⅱ「愛知県の社会教育の推進に向けて」
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１ 家庭教育の位置づけ

２ 愛知県の家庭教育支援
① 相談活動
② 指導者の育成
③ 学習機会の提供
④ 地域活動の推進
⑤ 啓発活動

愛知県の家庭教育支援

家庭教育の位置づけ１
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教育基本法（第10条:家庭教育）

第10条 父母その他の保護者は、子の教育につい
て第一義的責任を有するものであって、
生活のために必要な習慣を身に付けさせ
るとともに、自立心を育成し、心身の調
和のとれた発達を図るよう努めるものと
する。

① 家庭教育の位置付け

第10条
2 国及び地方公共団体は、家庭教育の自主

性を尊重しつつ、保護者に対する学習の
機会及び情報の提供その他の家庭教育を
支援するために必要な施策を講ずるよう
努めなければならない。

家庭教育支援が位置付けられる

危機感の表れ
家庭の教育力の低下、家庭教育が困難な社会

① 家庭教育の位置付け
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「（いつも＋時々）感じる」

「子供を通じて関わっている人はいない」

令和６年度家庭教育の総合的推進に関する調査研究 ～家庭教育についての保護者へのアンケート調査より～

子育ての悩みや不安

令和５年度 70.3％
（内いつも 16.1％） （内いつも 18.8％）

子育ての悩みの相談相手・地域との関わり

＜県の基本方針＞
「家庭教育支援を本当に必要としている人に届ける」

令和６年度 70.0％

令和５年度 28.1％ 令和６年度 29.6％

「子育ての悩みを相談できる人がいる」
令和５年度 40.0％ 令和６年度 35.6％

愛知県の家庭教育支援２
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① 相談活動
家庭教育コーディネーター・ホームフレンドの派遣

不登校を中心とする家庭教育上の問題行動について、訪問等による相談・助
言等の行う。

教員OBを県や各教育事務所・支所に配置:17名
161人の保護者に対し、のべ4,895回の活動

家庭教育コーディネーター

ホームフレンド

大学生ボランティアを各教育事務所・支所に配置:33名
107名の児童生徒に対し、のべ676回の活動

相談・助言

話し相手・遊び相手

保護者からの子育ての相談に応じたり、子育てサークル等の活動を行ったり
支援したりする家庭教育支援者を養成・育成する。

② 指導者の育成
「親の育ち」家庭教育支援者養成講座
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「家庭教育研修会の講座運営の方法、
『親の学び』学習プログラムの活用について」
豊川市子育てネットワーカー 志村 貴子 氏

「多様な家族への理解と保護者への支援
:乳・幼児期の子育て編」

名古屋学芸大学 准教授 加藤 望 氏

② 指導者の育成
「親の育ち」家庭教育支援者養成講座

令和７年度「親の育ち」家庭教育支援者養成講座より抜粋

「オンラインだからこそできる子育て支援とは」
知多市家庭教育支援チーム

悩めるママの一歩を応援プロジェクト「なやっぽ」 橋爪 美貴 氏

 本当に支援を求めている層への情報の届け方について考える機会を得
られました。積極的でない方や支援に関する情報をつかむことが難し
い方こそ、本当に支援を求めているだろうという意見から、チラシ以
外にSNSを使用する等、幅広い層への情報を届け、少しでも支援につ
ながる機会を増やせるようにしたいと思いました。

 子供の身体の成⾧や子育てを取り巻く環境の変化を学ぶことで、大人
の子供に対する接し方や理解の深まりにつながると感じました。

 子育てをとおして地域をよりよくしていきたいという熱意をもった人
がたくさんいて、そのような方々と意見交換することができた。実際
に活動してみたいという思いが高まり、刺激となりました。

 虐待についての話を聞き、近年、心理的虐待が増加していること
に驚いた。しつけと体罰の違いなど、虐待について子育て中の
お母さんに今回の情報を提供し、話し合う機会をもちたい。

 グループトークで、教育と福祉の連携が必要だという要望を
強く感じたので、今後はそちらにも力をいれていきたいと思う。

② 指導者の育成
「親の育ち」家庭教育支援者養成講座
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●親子のふれあい交流会
●家庭教育講座や研修会
●家庭教育・子育て支援者の養成
●情報誌の作成・発行、メール配信
●その他（相談活動、読み聞かせ、託児）

県に登録後、各市町村で活動
※各市町村に子育てネットワーカーの名簿を送付

子育てネットワーカー（334名登録）

② 指導者の育成
「親の育ち」家庭教育支援者養成講座

幼稚園や保育所、小中学校等で保護者を対象に開催される家庭教育に関する
研修会に子育てネットワーカーを講師として派遣する。

＜テーマ例＞
●思春期の子どもとの向き合い方について
●子供の褒め方・叱り方

県内16会場で開催
（令和７年度）

③学習機会の提供 「親の育ち」家庭教育研修会
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 考えて話を聞く機会になりました。とてもよかったです。

 思春期のこと、褒めるべきことを学ぶことができたので今後につなげ
ていこうと思います。

 他の方が家庭でどのような言葉を子供にかけているかについて知るこ
とができてよかったです。

 実際に自分の経験を振り返りながら自分はどんな言葉がけをするべき
だったのかについて考えることができました。今日から少しずつでき
ることから声をかけていきたいと思いました。

 難しく考えなくてもシンプルでいいことに気づきました。しかし、シ
ンプルに考えることが一番難しかったです。「レッテルなし」を意識
していきたいと思います。

 常に怒ることへ目が向いていたので、今後は自分自身から
かかわっていこうと思います。

③学習機会の提供 「親の育ち」家庭教育研修会

仕事で家庭教育に関する研修会等に参加できない保護者等が、仕事と子育て
の両立や家庭における親の在り方等を学べるよう、希望する企業（職場）に講
師を派遣する。

＜演題例＞
●『勇気づけの子育て』
●『心をつなぐコミュニケーション』 県内４企業で開催

（令和７年度）

③ 学習機会の提供 職場内家庭教育研修会
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 ４歳の息子をもつ身としては、非常に勉強になりました。帰宅後にも
いただいた資料を読み返し、大事に保管させていただきます。

 現在、子供はいませんが、家庭を取り巻く環境や社会の取組について
知る機会となりました。結婚や出産についての価値観、離婚率も特に
若い世代に不安や不満が一定数あることも分かりました。

 表情のトレーニングも参考にしつつ、仕事中の表情も気にしてみよう
と思います。エゴグラムも改めて自分のコミュニケーションの癖を見
直すよい機会となりました。

 子が生まれ、時間に追われ、全く考えずに食事をとっていましたが、
参加し「よく噛む」ことや「野菜を食べる」ことがなぜ大切なのかを
考え直すよい機会となりました。家庭でも話を共有したいと思います。

 とても楽しく、聞きやすく、リラックスした時間を過ごさせて
いただきました。性格テストで自分を振り返ることもできまし
た。リラックス法を家族にも伝えます。

③ 学習機会の提供 職場内家庭教育研修会

あいちっこ家庭教育応援企業
保護者が子育てしやすい職場づくりと子供が健やかに育つことを目指し、県

の家庭教育支援に賛同する企業 2,588企業（R8.3.31現在）

③ 学習機会の提供 職場内家庭教育研修会
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県内６地区において、地区家庭教育推進協議会を設置し、家庭教育関係者が、
市町村をこえた情報交換を行ったり、地域におけるきめ細かな教育支援の方策
についての協議を進めたりしている。

④ 地域活動の推進 地区家庭教育推進協議会

72

家庭と行政との架け橋となる市民グループの存在が、き
め細やかな家庭教育支援体制を構築するために重要な役
割を果たす。

愛知県の家庭教育施策の方針を具現化するために

市民グループなど、地域人材の家庭教育支援活動への参画
を促し、その活動の支援を図る。

④ 地域活動の推進 家庭教育支援チームの設置
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子育て経験者を始め地域の多様な人材で構成された自主的な集まりの「家庭
教育支援チーム」の設置を促進し、地域で子育てや家庭教育に関する相談に
乗ったり、親子で参加する様々な取組や講座等の学習機会も地域の情報等を提
供したりする活動を広げる。

支援を必要とする保護者にとって
・同じ目線で寄り添う当事者性
・地域の身近な存在

支援者にとって
・やりがい
・ともに考える仲間

行政機関にとって
・行政に相談しにくい保護者の悩みや不安をキャッチ
・行政や子育て支援関係団体へつなぐ

登録チーム数 35
（R8.４.1現在）

④ 地域活動の推進 家庭教育支援チームの設置

＜問題意識＞
●行政と家庭教育支援チームとの関係づくりができていないため、チー

ムの活動を行政の施策に生かせていない。
●登録のメリットを感じてもらえるような手立てが打てず、登録数が増

加しない現状にある。

74

登録のメリット感を、登録チームや市町村にもたせることが必要

＜愛知県の家庭教育支援チームの状況＞
・現在、35チームが登録
・NPOや市民サークルが自主的に立ち上げたチームが多い。

家庭教育支援
チーム活動紹介

④ 地域活動の推進 家庭教育支援チームの設置
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前半は研修会を実施し、家庭教育支援チームと自治体の連携のあり方につ
いて学ぶ機会をもち、後半は学んだことをもとにグループごとに、情報交
換会を行いました。

愛知県家庭教育支援チーム交流会

＜参加者の声＞
・家庭教育支援チームがない行政職から、本交流会後に「本市に設置したい」という声

があったと聞いた。裾野を広げる一助になったと感じた。
・家庭教育支援チームと目的を共有したり、交流したりすることから連携が始まるため

改めて時間を設けて家庭教育支援チーム同士との交流を図りたい。

④ 地域活動の推進 家庭教育支援チームの設置

県が実施したアンケートの調査結果や保護者の学びに役立つ資料・情報等を
提供する。

⑤ 啓発活動 情報提供・啓発活動

あいちっこ「親の学び」学習プログラム

乳幼児期から小中学校に通う子供をもつ
保護者を対象にした家庭教育に関する研修
会で活用するめたに愛知県教育委員会が作
成した学習プログラム

＜プログラム例＞
Ⅲ-1 子供のほめ方、叱り方を考えてみましょう
Ⅲ-2 言っただけでできるようになる子供はいま

せん
Ⅲ-3 子供の感受性にどう向き合いますか
Ⅲ-4 子供のゲームについてどう思いますか
Ⅲ-5 早寝・早起き・朝ごはん
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⑤ 啓発活動 情報提供・啓発活動

連絡②＜自治体関係者＋家庭教育支援チーム関係者＞
家庭教育支援チーム交流会

令和８年12月10日（木）午後開催 県生涯学習推進センター 講堂
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連絡② 家庭教育支援チーム交流会

対象者
県家庭教育支援チーム登録団体に所属する方
県内各自治体家庭教育担当者
家庭教育支援チーム・家庭教育支援に興味にある方

プログラム（対面とオンラインによるハイブリット開催）
研修:「今どきの子供と保護者に対する家庭教育支援に求められることとは」
支援チームの活動紹介（ポスターセッション）
グループ交流会 など

※10月中旬ごろに御案内します。

御清聴、ありがとうございました
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